
令和４年度大学生・専門学校生 薬物に関する意識調査 

調査結果 

京都府健康福祉部薬務課 

１ 調査対象 

対 象 者：京都府内の大学生・専門学校生等 

有効回答数：263 

実 施 期 間：令和４年４月～１２月 

調 査 方 法：Web アンケート 

 

２ 集計結果 

各質問への回答状況は、以下の集計表のとおり。 

 

性別 

男性 85 

女性 168 

指定しない 6 

非回答 4 

 

学年 

１回生（１年生） 145 

２回生（２年生） 61 

３回生（３年生） 51 

４回生（４年生） 4 

その他 2 

 

質問１ あなたは、薬物乱用問題について関心がありますか。（１つ選択） 

(1) 非常に関心がある 20 

(2) ある程度関心がある 101 

(3) どちらともいえない 60 

(4) あまり関心がない 43 

(5) ほとんど関心がない 39 

 

 



質問２ あなたは、以下の薬物の名前を知っていますか。（複数選択可） 

(1) 有機溶剤（シンナー、トルエンなど） 202 

(2) 覚せい剤（シャブ、スピード、エスなど） 225 

(3) 大麻（マリファナ、ハッパ、ハッシッシュなど） 225 

(4) コカイン（コーク、スノウ、クラックなど） 227 

(5) あへん類（ヘロインなど） 178 

(6) LSD（アシッド、フェニックス、ドラゴンなど） 70 

(7) MDMA（エクスタシーなど） 169 

(8) いわゆる危険ドラッグ（脱法ハーブなど） 177 

(9) 知っているものはない 5 

 

（次の質問以降は、質問２であげた薬物についてお聞きします。） 

 

質問３ あなたは、これらの薬物についてどのような印象を持っていますか。（複数選択可） 

(1) かっこいい 2 

(2) 気持ち良くなれる気がする 16 

(3) ダイエットに効果がある 1 

(4) 眠気覚ましに効果がある 3 

(5) １回使うくらいであれば、心や体への害はない 7 

(6) 心や体に害がある 211 

(7) 犯罪に巻き込まれる 217 

(8) 使ったり、持っていたりするのは悪いことだ 200 

(9) １回でも使うと止められなくなる 213 

(10) 人に渡したり、人からもらうことも悪いことだ 185 

(11) 特にない 8 

(12) わからない 6 

 

質問４ あなたは、これらの薬物を使ったり持っていたりした場合、また、他人に譲渡したり、

譲渡された場合、どうなると思いますか。（１つ選択） 

(1) 罰せられる 245 

(2) 罰せられるものもある 12 

(3) １回くらいなら、罰せられない 2 

(4) 罰せられることはない 0 

(5) わからない 4 

 

 

 

 



質問５ あなたは、これらの薬物について学んだり聞いたりしたことがありましたか。（どちらか

を選択） 

(1) あった 244 

(2) なかった 2 

 

質問６ あなたは、薬物を使った場合、以下のようになることがあるのを知っていましたか。（複

数選択可） 

(1) 現実と幻想との区別がつかなくなり、意識が異様になることがある 240 

(2) わけもなく怯えたり（妄想気分）、意識がおかしくなり、奇妙な動作・

行動をとることがある 

225 

(3) 自分の行動に干渉する声が聞こえる（幻聴）ことがある 218 

(4) 何事にも関心が持てず、結果的に学校や職場を欠席しがちで、どんな

仕事に就いても、長続きしなくなる 

184 

(5) 依存性があり、意思の力ではなかなかやめることができない 239 

(6) 知らなかった 8 

 

質問７ あなたは、これらの薬物について何から情報を得ましたか。（複数選択可） 

(1) 小学校の授業 167 

(2) 中学校の授業 220 

(3) 高校の授業 221 

(4) 大学等が配布しているリーフレット等 29 

(5) 大学等での啓発ビデオ 24 

(6) 大学等での講演会 18 

(7) 友達、仲間、先輩、後輩 28 

(8) 家族 31 

(9) ポスター、パンフレット 91 

(10) 本、雑誌 37 

(11) 新聞 48 

(12) テレビ 119 

(13) ラジオ 10 

(14) 携帯電話 29 

(15) インターネット 86 

(16) SNS 46 

その他 3 

その他 

 ゲーム 

 警察署の人の講演 

 ダルクの方から話を聞きました。 



 

質問８ あなたは、これらの薬物を使うことの怖さ（有害性、危険性）をもっと知りたいですか。

（１つ選択） 

(1) 知りたい 87 

(2) 知りたいとは思わない 77 

(3) どちらでもない 99 

 

質問９ あなたは、これらの薬物を使った場合の害について学ぶとしたらどこがよいと思います

か。（複数選択可） 

(1) 大学等（講演会、ビデオ、リーフレット） 142 

(2) 家庭 30 

(3) 地域活動、自治体等の広報誌 33 

(4) 図書館、公民館 26 

(5) 保健所 29 

(6) 警察 91 

(7) 厚生労働省麻薬取締部 63 

(8) 病院 56 

(9) インターネット 86 

(10) 講演会、座談会 59 

(11) 特にない 25 

その他 3 

その他 

 てれび 

 テレビや SNS など 

 小学校、中学校 

 

質問１０ あなたは、これらの薬物を使う人が増えているのはどのような理由からだと思います

か。（複数選択可） 

(1) 薬物が簡単に手に入るようになっている 186 

(2) 本や雑誌等に薬物を使ってみたいと思わせるような情報がのってい

る 

29 

(3) SNSやインターネットなどに薬物を使ってみたいと思わせるような情

報がのっている 

95 

(4) 社会のルールを守ろうとする意識が薄れている 56 

(5) 薬物を使ってもすべての人が警察に見つかるわけではない 82 

(6) 簡単にやせるとか、１回使っただけなら害がないなど、薬物のこわさ

についての誤った情報が多い 

106 

(7) 薬物の害について学ぶことが少ない 45 



(8) 友達、仲間、先輩、後輩にすすめられる 132 

(9) 学校や家庭がおもしろくない 79 

(10) わからない 17 

その他 6 

その他 

 生きづらい、しんどいから 

 ストレス社会 

 精神的に弱い、または追い込まれている。 

 昨今のコロナ禍による孤立、孤独化と社会がおもしろくないから。 

 薬物を使う人が増えているのではなく、薬物使用の取り締まりが厳しくなったから 

 薬物乱用防止に関する授業は年を経るごとにされるようになってはいるが、自分は

この授業内容により工夫を成すべきだと考える。例えば、実際に薬物を使用した人の

証言を基に幻覚や錯乱状態を体験できる VR 映像を見せると言ったことである。薬

物乱用防止へは、授業等で単に危険というだけでなく、それがいかほどに危険かをイ

ンパクトを強く示すことで効果が出ると考える。 

 

質問１１ あなたは、これらの薬物を使うことについてどのように考えていますか。（１つ選択） 

(1) どのような理由であれ、絶対使うべきではないし、許されることでは

ない 

236 

(2) １回位なら心や体へ害がないので、使ってもかまわない 0 

(3) 他人に迷惑をかけないのであれば、使うかどうかは個人の自由である 21 

その他 6 

その他 

 医療用で使うのならば、絶対に使うべきではないとは言えない。だからといって、使

うべきとも思わない。使用用途によって国内、海外でどのような議論があるのかが分

からないため、判断できない。ただ、医療用以外で使うのはよくないし、許されるこ

とではないと思う。 

 本当に他人に迷惑をかけないのであれば、勝手にすればいいと思うがそんなことは

多分無理なので使うべきでない。 

 医師の指導に基づいて使用する。 

 法律で禁止されているので、使用しないほうが良い 

 日本と海外では禁止されているものが違うという事情もあるから、一概にどうとは

分からない。 

 他人に迷惑をかけないならば、薬物を使うかどうかは、薬物についての正しい知識を

持った上で個人が判断するべきだと思う。しかし、社会の中で生活している以上、ほ

とんどの場合他人が何かしらの影響を受けると考えられるので、使うべきではない。 

 

 



質問１２ あなたは、これらの薬物が使用されているところを直接見たことがありますか。（どち

らかを選択） 

（テレビ、映画、報道等で見たものは除きます） 

(1) ない 247 

(2) ある 14 

 

質問１３ あなたは、これらの薬物を使用することや購入することを誘われたり、勧められたり

することが、これまでにありましたか。（１つ選択） 

(1) 誘われたり、勧められたことはない 250 

(2) 購入を勧められたことがある 0 

(3) 使用を誘われたことがある 2 

(4) 無理やり使わされたことがある 0 

(5) わからない 11 

 

質問１４ あなたは、これらの薬物を使用することを誰かに誘われたら、どのように行動します

か。（複数選択可） 

(1) 誘った相手が誰であろうと、断る 243 

(2) 誘った相手によっては、断りきれないかもしれない 17 

(3) 一回くらいであれば体に害がなさそうなので断らないかもしれない 0 

(4) 好奇心や面白半分から断らないかもしれない 1 

(5) 悩み事があったり、疲れていたりしたら断らないかもしれない 10 

(6) わからない 9 

その他 3 

その他 

 警察を呼ぶ 

 縁を切る 

 通報します。 

 

質問１５（ア）あなたの周囲に、これらの薬物を所持したり、使用している（いた）人がいます

か。（１つ選択） 

(1) いない 220 

(2) いる（いた） 14 

(3) わからない 29 

 

質問１５（イ）どの薬物でしたか。（複数選択可） 

(1) 有機溶剤（シンナー、トルエンなど） 2 

(2) 覚せい剤（シャブ、スピード、エスなど） 2 

(3) 大麻（マリファナ、ハッパ、ハッシッシュなど） 7 



(4) コカイン（コーク、スノウ、クラックなど） 0 

(5) あへん類（ヘロインなど） 0 

(6) LSD（アシッド、フェニックス、ドラゴンなど） 0 

(7) MDMA（エクスタシーなど） 0 

(8) いわゆる危険ドラッグ（脱法ハーブなど） 1 

(9) わからない 5 

 

質問１６ あなたは、もし友人がこれらの薬物を使用していることを知った場合、どうしますか。

（１つ選択） 

(1) 使用をやめるように説得する 120 

(2) 他の人（先生や友人など）に伝える 39 

(3) 警察に通報する 48 

(4) 医療機関や保健所等に連絡する 10 

(5) 個人の自由であるので放っておく 21 

(6) わからない 23 

その他 2 

その他 

 逆恨みされないように注意しながら、付き合いをやめる。 

 どう対応していいか分からない。学校の授業では、薬物の危険性や誘いの断り方は教

わったが、他人が薬物を使用している場面に出くわしたとき、どこに通報・相談すれ

ばいいかを教わっていない。 

 

質問１７ あなたは、これらの薬物に関する相談窓口があることを知っていますか。（複数選択可） 

(1) 警察の相談窓口 104 

(2) 行政機関の相談窓口（精神保健福祉センター等） 45 

(3) 厚生労働省麻薬取締部の相談窓口 31 

(4) 医療機関の相談窓口 35 

(5) 民間の支援団体の相談窓口 27 

(6) 知らない 143 

その他 2 

その他 

 I DOND KNOW EXACT LOCATION BUT I KNOW SUARLY HAVE MANY 

COUNSULTATION PLACES RUN BY GOVERNMENT AND PRIVET ORG（正確

な場所はわかりませんが、政府や民間団体が運営する多くの相談所があることは知

っています） 

 あるだろうなとは思っていても、実際にどこにあるのかを知らなかったり、団体の名

称的に相談しにくいなと感じることも多々ある。 

 



質問１８ あなたや、まわりの人がこれらの薬物に手を出さないように注意するために知りたい

と思う情報は何ですか。（複数選択可） 

(1) 薬物乱用による健康被害情報 166 

(2) 薬物乱用により引き起こされた事件・事故の事例情報 158 

(3) 国や地方公共団体等の薬物乱用対策情報 54 

(4) 医療機関や民間支援団体の取り組み情報 63 

(5) 特にない 49 

その他 0 

その他 

 

 

質問１９（ア）あなたは、これらの薬物を入手可能と考えますか。（１つ選択） 

(1) 不可能だ 122 

(2) かなり難しい 50 

(3) 難しいが手に入る 59 

(4) 手に入る 32 

 

質問１９（イ）入手可能と考えた理由は何ですか。（複数選択可） 

（質問１９（ア）で「(3) 難しいが手に入る」または「(4)手に入る」を選択した人だけお答えく

ださい。） 

(1) SNSやインターネットなどで探せば見つけることができると思うから 79 

(2) SNSやインターネットなどで販売されているのを見かけたことがある

から 

12 

その他 7 

その他 

 Hard to get but why people are using such drug. That is because I my view they have 

some chain to get those drug.（薬物を手に入れるのは難しいが、薬物を使用している

理由としては、薬物を手に入れる何らかの繋がりがあるからだと思う。） 

 I THINK SO 

 若い世代で違法薬物や大麻が出回っているというニュースをよく見るので、やろう

と思えばどこからでも手に入ると想像できるから 

 闇市 

 ルートはしらないが、同じ地域で手に入れてニュースにでているところをみたので、

てにはいるんだなと勝手に思った 

 手に入らなかったら事件なんて起きてないと思うから 

 

 

 



質問２０ あなたは、医薬品医療機器等法により、危険ドラッグと称される薬物や商品（脱法ハ

ーブ、合成アロマリキッドなど）の多くが、使ったり、持っていたりすると罰則の対象となる薬

物になっていることを知っていますか。（１つ選択） 

(1) 知っている 217 

(2) 知らなかった 46 

 


